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新野工区
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阿南光高等学校
（新野キャンパス）グラウンド

災害対応用
ヘリコプター降着場
へのアクセスが向上

阿南医療センター

災害拠点病院への
アクセスが向上阿南相生線

新野工区

L=1．2km

災害対策用ヘリコプター降着場

一次避難所 二次避難所

民泊施設（新規）
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新野東小学校

阿南光高等学校
（新野キャンパス）

桑野 ＩＣ（仮称）

新野 ＩＣ（仮称）

新野公民館

新野小学校

新野中学校

至 阿南医療センター

２２番札所
平等寺

①：防災施設へのアクセス強化
避難所（新野公民館等）、
災害対策用ヘリコプター降着場など、
各防災施設等へのアクセスが強化

：災害拠点病院への搬送時間の短縮
「阿南医療センター」への
搬送時間約４分短縮

→地域防災力の向上

地域防災力の向上
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②物流の効率化 ④周辺地域への波及効果
・阿南市新野地区～徳島市間の
工場製品、農産物の輸送時間が短縮。

・工場製品：化学製品,木材チップなど
・農産物 ：米、人参、苺、筍、蕗、椎茸など
→工場製品、農産物等の輸送の効率化

・バイパス整備
現道幅員3.2m→バイパス区間幅員6.0m拡幅に
よる離合の改善により、第22番札所平等寺など
→観光地へのアクセス性向上

地域産業活性化 渋滞緩和・安全確保

③県南地域の観光地アクセスの向上

観光産業活性化

事業を通して得られた知見・学び

現道状況現道踏切周辺の渋滞状況

渋滞無し 歩車道分離【事業区間の先行供用】：
・早期の整備効果発現を目的に、狭小区間の先行供用を実施。
【関係者との連携、調整】
・県、市で、情報共有し、連携を図ることで、円滑な用地買収ができた。
・アンダーパス部における、ＪＲとの受託工事を優先実施し、円滑な事業推進に繋がった。

・鉄道立体交差化による現道踏切周辺の
渋滞緩和など、交通の円滑化

・バイパス整備区間の歩道設置により、
新野小学校等への 通学など、
歩行者・自転車の安全を確保


